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の
主
管
庁
へ
そ
の
謄
本
を
回
付
す
る
。
そ
の
際
、
内
閣
は
、
国
会
法
第
七
十
五
條
第
二
項
に
よ
つ
て
七
日
以
内
に
答
弁
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
附
記
し
、
内
閣
に
答
弁
書
案
を
提
出
す
べ
き
日
限
を
指
定
す
る
。 

指
定
さ
れ
た
日
限
ま
で
に
内
閣
に
提
出
さ
れ
た
答
弁
書
案
は
、
こ
れ
を
閣
議
に
お
い
て
検
討
し
、
決
定
の
上
質
問
書
提
出

議
員
の
所
属
議
院
議
長
に
あ
て
て
提
出
す
る
。 

以
上
が
質
問
主
意
書
受
理
か
ら
答
弁
書
提
出
ま
で
の
経
過
で
あ
つ
て
、
右
に
よ
つ
て
も
明
瞭
で
あ
る
通
り
、
答
弁
書
の
作

成
は
所
定
の
期
限
の
う
ち
に
あ
た
う
る
限
り
の
愼
重
さ
を
も
つ
て
行
わ
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
御
質
問
の
如
き
傾
向
は
全
く
あ

り
え
な
い
こ
と
と
思
料
す
る
。 

国
会
法
第
七
十
五
條
に
よ
つ
て
議
長
か
ら
内
閣
へ
転
送
さ
れ
た
質
問
主
意
書
は
、
答
弁
書
案
作
成
の
た
め
内
閣
か
ら
夫
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る
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